
 

 

背景と目的 

城里町が管理する橋梁は建設から長い年月が経過しており，橋梁の老朽化が進んでおります。 
今までの維持管理方法としては，通常点検によって損傷を確認した時点で対策を実施する対処療法

型でしたが，今後の老朽化する橋梁の増加に伴い，修繕や架け替えに要する費用が増大していくこ

とが予想されます。 
　そのため，コスト縮減のためには，従来の対処療法型から“損傷が大きくなる前に予防的な対策

を行う”予防保全型へ転換を図り，橋梁の寿命を延ばすことが重要です。 
　また，将来的な財政負担の低減および道路交通の安全性の確保を図るために，橋梁長寿命化修繕

計画が必要となります。 
そこで城里町では，将来的な財政負担の低減および道路交通の安全性の確保を図るために，平成

26 年に特に重要な橋梁 33 橋に対して橋梁長寿命化修繕計画を策定し修繕を進めてきました。更に、

令和元年には管理する 220 橋全橋を対象に広げ橋梁長寿命化修繕計画を策定し，計画に基づき修繕

を進めてきました。 
　本計画は，前回策定した計画から 5 年が経過したため，最新の点検結果を基に，より現状に即し

た計画へと見直すこととし，令和 8 年 3 月に城里町が管理する 220 橋で橋梁長寿命化修繕計画の改

定を行いました。 
 
長寿命化修繕計画の対象橋梁 

 
予防保全Ⅰ型維持管理 
・道路ネットワークに与える影響が大きく，規模の大きい橋梁や交通量の多い橋梁等を対象

とし，放置する事により補修費の負担増が予測されるため，損傷が軽微な段階で進行防止を

図るべく，早期対策を実施する維持管理手法。 
予防保全Ⅱ型維持管理 
・ある程度の劣化は許容して，所定の劣化段階に至った後に補修・改修を行う維持管理手法。 

対処療法型維持管理 

 　 

 

 

一級町道

に位置す

る橋梁

二級町道

に位置す

る橋梁

左記以外

の橋梁
合計

 全管理橋梁数 34 32 154 220 

 
　

予防保全Ⅰ型の橋梁(重要橋梁) 11 5 19 35 

 予防保全Ⅱ型の橋梁 13 6 41 60 

 対処療法型の橋梁 10 21 94 125 



・小橋梁の特性から修繕が容易である為，重大な損傷を見逃さないよう定期的に点検し，適

切な対策を施す事で延命化を図ると共に安全性，持久性を効率的に確保する維持管理手法。 
現在，城里町が管理する橋梁は 220 橋であり，このうち 1969 年以前に架設され，供用年数が 50

年以上の橋梁は全体の 54％です。今後 10 年後には 72％となり，20 年後には 85％，30 年後には 95％
の橋梁が供用年数 50 年以上になります。 
 
 

建設から 50 年が経過した橋梁の割合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

健全度の把握及び日常的な維持管理に関する基本的な方針 

１）健全度の把握と基本方針 
　橋梁の健全度を把握するために，定期的に点検を実施する。また，必要に応じて詳細調査を実施

する。 
２）日常的な維持管理に関する基本的な方針 
　橋梁を良好な状態に保つため，日常的な維持管理として，パトロールを実施するとともに，清掃

や土砂詰まりの除去等，比較的対応が容易なものについては日常の維持作業により実施します。 
 
 
 

対象橋梁の長寿命化及び修繕・架替えに係る費用の縮減に関する基本的な方針 

　従来の事後的（対処療法）な保全ではなく，計画的な予防保全により橋梁を延命化することで，

修繕・架替えにかかる維持管理費の縮減を図る。城里町は，5 年間に策定した対象橋梁 220 橋の修

繕計画を最新の点検結果を基に見直しを行います。 
 
 
 
 
 
 



 
 

長寿命化修繕計画による効果 

　長寿命化修繕計画を策定する 220 橋について，今後 50 年間の事業費を比較すると，従来の対処療

法型が 263 億円に対し，長寿命化修繕計画の実施による予防保全型 82 億円となり，コスト縮減効果

は 181 億円となります。 
　また，損傷に起因する通行制限等が減少し，道路の安全性・信頼性が確保されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
従来型の維持管理での費用と予防保全により長寿命化した場合の累計費用を比較すると，橋を長

寿命化することで大幅なコスト縮減を図ることができる結果となりました。 
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